
ＧＣ研究懇談会

ガスクロ生誕５0周年記念「日韓分離研究懇談会」のご案内
40周年記念事業で開始したＧＣ懇の国際化の一環として台湾、中国との国際交流を行ってきました。昨年実施した日中環境分析化学研究会は参加者60名以上と盛況でした。
今回はガスクロ生誕５0周年を記念し、韓国の金教授の協力を得て、韓国とのガスクロマトグラフィー研究の講演会、情報交換、視察などを盛り込んだ会員サービスのための研究会を実施します。いままで、韓国とは地理的には近いが、あまり積極的な交流は行ってきませんでした。今後、交流を密にするとともに北アジア地域の連携が図れるよう協力していきたいと考えております。
韓国側は金教授が担当します。日本及び韓国企業の協力も得て、企業と研究者間の交流を計画しております。
討論主題「生活とＧＣ」

１、会場
Seoul KyoYuk MunHwa HeoKwan(www.temf.co.kr)

ソウル教育文化会館

ソウル瑞草区良才２祠202

２、日程
2003年10月16日から19日、講演開始は17日9時

木曜：出発、金曜：講演会と懇親会、土曜：ソウル市と研究所視察、日曜：帰国

３、発表形式
招待講演：日本、中国、韓国、各１名
一般講演：10件程度（15分/5分）、
ポスター発表：12時から2時間程度
展示会を併設（小型機器やカタログ程度）

４、公用語

英語

５、参加登録費

2万円

６、懇親会

10月17日、19時から22時、立食形式

　場所：ソウル教育会館、クリスタルホール

７、視察

10月18日、9時から16時

見学場所：環境研究所（金浦）を予定

８、開催までのスケジュール

参加申し込み8月中

要旨締め切り：9月中

　展示申し込み：９月末頃

９、宿泊
　ソウル教育文化会館、約１万円（一部屋、２人まで）

１０、空港と会場間の送迎、見学用
　エアポートリムジンを利用

１１、査証、不要

１２、旅行費用他諸費用
交通費(実費)：5万円程度
宿泊費(実費)：3万円程度

１３、会場係

　Kangwon 国立大学の学生

参加見込み：日本３０名、韓国４０名程度、GC懇中心で他の研究懇談会など。
（家族連れを歓迎します）

１４、その他

予稿集の作成：韓国側で製作、２ページ/１件
案内の掲載：ぶんせき8月号、SS2003で発表、

１５、組織

韓国側：韓国GC研究懇談会、韓国分析化学会

　大会会長：Lee, Dong-Sun教授（ソウル女子大学）：dslee@mail.swu.ac.kr

　事務局：金 萬九教授、Seung-Woon Myung博士、Jae-Ho Ha博士
日本側：GC懇運営委員全員
訪問団団長：保母教授（都立大学）：hobo-toshiyuki@c.metro-u.ac.jp
　事務局：前田恒昭
  （独）産業技術総合研究所計測標準研究部門有機分析科

つくば市梅園1-1-1中央第３,Tel:029-861-6874,Fax:029-861-6867,maeda-t@aist.go.jp

　水石（GC懇副委員長）渡辺（忠）

韓国連絡先：Dr. Mangoo Kim(金 萬九教授)

Department of Environmental Science, Kangwon National University
192-1 Hyoja-dong, Chunchon-shi, Kangwon-do, 200-701, KOREA
T)+82-(0)33-250-8576, F)+82-(0)33-251-3991, mgkim@kangwon.ac.kr

